
 

本市で地域に根ざした小中一貫教育を目指して今年度で２０年目となります。これまで各中

学校区の中で、地域の方の協力のもと様々な形態での小中一貫教育が行われてきました。 

２０年の節目の年に、もう一度本市が推進する「小中一貫教育」のねらいや取り組みなどに

ついて振り返ってみたいと思います。 

 

そもそも「小中一貫教育」とは？ 

小学校から中学校までの 9年間をひとつづきの学びと捉える教育のことです。 

小学校と中学校がそれぞれバラバラな目標や取り組みによって教育するのではなく、９年間

を見通した目指す子どもの姿を共有し、教育を行うことで、スムーズに小学校と中学校がつな

がり、より子どもの成長を支えることができます。 

 

子どもにとってどんないいことがあるの？ 

近年、子どもたちを取り巻く環境は大きく変わってきています。 

• 変化の激しい社会を生き抜く「主体的に学ぶ力」がより求められています。 

• 生活面では、中 1の時期に不安や孤立を感じる子どもが増加傾向にあります。 

そうした中で、小中一貫教育には、以下のようなことが期待されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  子どもの学習面、生活や心の面では、このようなよさがあります。 

学習面 生活や心の面 

〇学びのつながりの確保 

〇個に合った指導を中学校でも継続 

〇ステップアップしていく学習スタイル 

〇苦手なところを早めのサポート 

〇目標を高く持って主体的に学ぶ 

〇小中の生活文化やルールが事前に共有

され、中学校進学時の不安が軽減 

〇異学年交流活動の充実 

〇中学校の先生と小学校段階から関わり

が生まれる 

   

  教職員はこのようなことに取り組みます。 

教職員 

〇小中合同で教育の計画を作成 

〇教員の乗り入れ授業や交流授業 

〇小中合同の校内研修会 

回 覧 

☆ 計画的・継続的に指導することで、学びの連続性が保たれ、より個性や能力を伸ばす

ことができます。 

☆ ９年間という長期的なスパンの中で、その学校の特色に応じた創意工夫した教育活動

が展開できます。 

☆ いろいろな学年の子ども達で交流したり、一緒に生活したりすることで、豊かな人間

性や社会性が育まれます。 

☆ 小学校と中学校の教職員が共通理解にたった指導ができるので、学習面、生活面の課

題に的確かつ迅速な対応をとることができます。 
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各校ではどんなことをしているの？ 

 市内各校の特色を生かした様々な取り組みを行っています。 

 ・ 小中合同の児童生徒会活動（あいさつ運動、リーダー研修会、壮行式など） 

 ・ ９年間を通した系統性のある「ふるさと学習」の実施 

・ 学区ごとの小中一貫教育推進協議会の開催 

・ 地域の方を講師に招いての様々な活動   など 

 

また、新庄市では月１回程度、学区の小中学校の教職員が集まり、小中一貫教育の推進に向

けて研修を深める「市教研の日」を設定しています。その中で、９年間を通してこんな子どもに

なってほしいという目指す姿を共有し、授業づくりや生徒指導など、テーマを決めて情報交換

や研修を行っています。研修を通して学んだことを、毎日の学校での指導や子どもとのかかわ

りに生かすことで、小中一貫教育の充実を図っています。 

 

「義務教育学校」ってどんな学校？ 

 小学校と中学校の９年間を、一つの学校として運営する学校制度です。

小学１年生から中学３年生（義務教育学校では９年生と呼びます。）まで

一緒に学校生活を送っています。新庄市では、明倫学園と萩野学園が、義

務教育学校として設置されています。 

 一つの学校に、小中学校の子どもと教職員が一緒にいるので、先に述べたような小中一貫教

育の取り組みがとても行いやすくなるメリットがあります。これまでの成果として、以下のよ

うなことが見えてきています。 

 

 〇 上の学年の子が優しくなり、下の学年の子は上の学年の子を目標としています。 

 〇 思いやりの心が育ち、生徒指導上の問題行動が減少しました。 

 〇 「中１ギャップ」が見られなくなり、いじめや不登校が減少しました。 

 〇 一部教科担任制や後期（中学校）教員が前期（小学校）への乗り入れ授業を行い、学力が

向上しています。 

  

 義務教育学校の成果は、様々な教育課題の解決や、新庄市が目指す小中一貫教育の大きなヒ

ントになるものです。今年度、市内２校の義務教育学校の成果検証を行い、よい取り組みを市

内全校と共有する予定です。一方、義務教育学校では、小中の生活環境が変わらないことが学

校生活のマンネリ化につながりかねません。そこは他の小中学校の取り組みを参考にし、お互

いのメリットを生かしながら教育活動を行っていきます。 

  

令和７年度も、地域と一体となって新庄市の小中一貫教育を推進していきます。皆様のご理

解とご協力のほど、よろしくお願いいたします 

 

 

 

新庄市の小中一貫教育について、ご意見等ございましたら下記にお寄せ下さい。 

新庄市教育委員会   

  施設設備等のことなど  ・・ 教育総務課 （直通２３－５００４） 

  小中一貫教育の内容など ・・ 学校教育課 （直通２３－５００３） 


